
デジ田交付金TYPESについて

※R6.5.21に千葉県、千葉市、市川市、船橋市、木更津市、柏市、市原市、浦安市、香取市
で共同申請したもの内容が採択

■TYPES事業
県では、福祉相談分野のデジタル化として、
①関係者が情報共有できるシステムのプロトタイプの構築
➁音声マイニングシステムの共同調達事業
③AIチャット導入事業を実施

※市では①及び➁について実施 市の予算措置は②のみ
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参考 TYPES事業要件[※国募集要項から抜粋]

┗プロトタイプ：試作品（フォーマットも含めて整理をしながら、実際に試作品を作り、ユーザーが操作し、その使い勝手がわかるようにするもので、ユーザーの意見を反映させたもの）
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プロトタイプ事業について①

これまで これから（今後の検討も含めたプロトタイプの方向性）

【参考】国において「国・地方デジタル共通基盤の整備運用に関する基本方針」（本年6月21日閣
議決定）に基づき、本県が提案した「重層的支援体制整備事業に係るデジタル化検討事業」（※
本プロトタイプ事業）が、10/29に開催された「国・地方デジタル共通基盤推進連絡協議会」で
「共通SaaS」として今後、共通化すべきシステムの候補の１つとされた。

TYPES事業における
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プロトタイプ事業について②
■検討会の体制図

※日立製作所（プロト作成、検討
会ファシリテーター）

■検討会の運営スケジュール

※内閣官房デジタル行財政
改革会議事務局
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プロトタイプの主な機能について

〇プロトタイプの基礎的なコンセプトは、「多様な関係者間の情報共有」や「相談記録等の作成」を行う
ことができるクラウド上のシステム【基本機能】
〇これまでのデジタル検討会での協議で、業務フロー全体としての効果的なデジタル化を進めるために
は「会議運営」「統計処理」「相談対応」を効率・円滑化できる機能の追加が必要との意見が得られた。
【＋α機能】

基本機能＋α機能の搭載により、①業務フロー全体の効率・円滑化、②支援機関内もしくは関係機関との調整・共
有が必要なあらゆる場面で、必要に応じて、適宜情報共有を行うことのできるシステムを実現
※支援会議以外の部分は現行制度上、本人同意を取った上で共有を行う

■基本機能案

■＋α機能案（検討会で出されたニーズ）

①過去事例検索機能【相談対応の円滑化】 ➁統計機能【統計処理の効率化】
③社会資源の検索、共有【相談対応の円滑化】 ④アセスメント進捗管理【相談対応の円滑化】
⑤チャット機能【会議運営等の効率化】 ⑥スケジュール調整【会議運営等の効率化】 等

現時点のプロトタイプ機能（現場のニーズに基づいたもの）※メインユーザーは重層事業の多機関協働事業者及び関係機関を対象

チーバくん
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①世帯情報などを記載した共通フォーマットによる記録作成
➁ ①の情報に基づく関係機関への情報共有
③エコマップ、ジェノグラムの生成機能等

※本日のプロトタイプデモの主な範囲
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